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平成26年７月23日

　７月４日、浜町乳児保育園で七夕の飾りつけが行わ
れました。保護者参観に合わせて開催されたこの催し
では、みんなで一緒になって七夕飾りと、願いごとを
考えました。みんなが心から願った願いごと。叶うと
いいね。



　

馬
見
原
で
、
ま
ず
目
を
引
く
の
が

「
新
八
代
屋
」
の
風
格
の
あ
る
家
屋
で

す
。
明
治
17
（
１
８
８
４
）
年
の
建
築

と
さ
れ
、
馬
見
原
の
繁
栄
を
今
に
伝
え

る
建
物
と
し
て
、
山
都
町
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
造
３
階
建
て

漆
喰
塗
の
土
蔵
建
築
と
し
て
大
変
貴
重

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
「
新
八
代
屋
」

は
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
八
代
市
日
奈
久
町
の
温
泉
旅

館
「
金
波
楼
」（
明
治
43
年
築
）
と
並

び
珍
し
い
建
物
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
も
「
新
八
代
屋
」
は
、「
金

波
楼
」
よ
り
四
半
世
紀
も
早
く
建
築
さ

れ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
希
少
な
点

は
三
階
建
て
の
そ
の
上
に
望
楼
が
あ
っ

た
こ
と
で
す
。
現
在
は
こ
の
望
楼
部
分

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
城
の
天
守
閣
の

よ
う
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
当
時

は
花
見
や
月
見
の
宴
に
使
用
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

若
山
牧
水
が
こ
の
馬
見
原
を
訪
れ
た

時
の
旅
日
記
に
「
待
遇
ス
コ
ブ
ル
厚

シ
、
馬
見
原
ハ
シ
ャ
レ
タ
町
ナ
リ
」
と

記
し
て
い
ま
す
。
当
時
は
、「
新
八
代

屋
」
の
よ
う
に
望
楼
を
持
つ
建
物
は
数

軒
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

あ
る
豪
商
は
五
ヶ
瀬
川
の
川
面
に
せ
り

出
す
よ
う
に
桟
敷
を
つ
く
り
、
客
を
も

て
な
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
天
才
歌
人
の
若
山
牧
水
を
感

動
さ
せ
た
馬
見
原
町
衆
の
生
き
生
き

と
し
た
姿
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
「
馬
見
原
地
区
の
快
適
で
活
力
あ
る

街
づ
く
り
の
推
進
」
を
目
的
に
結
成
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
水
遊
祭
（
モ
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
）
な
ど
特
徴
あ
る
独
自
の
取
組
み

を
な
さ
れ
て
き
た
馬
見
原
街
づ
く
り
協

議
会
で
は
、
馬
見
原
の
地
域
資
源
を
生

か
し
た
街
づ
く
り
に
つ
い
て
、
熱
い
議

論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
先
人
の
精
神
風
土
を
受
け
継
ぐ

馬
見
原
街
づ
く
り
協
議
会
の
会
員
の

方
々
の
、
今
後
の
街
づ
く
り
へ
の
新
た

な
挑
戦
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

町
長
室
か
ら

工
藤 

秀
一

Ｙ
Ｏ
Ｕ
&
Ｙ
Ｏ
Ｕ
通
信
Vol.
86

●
問
い
合
わ
せ
先

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
事
務
局

（
役
場　

総
務
課
）
下
田
・
吉
田

【
専
用
電
話
】

０
９
０

－

９
５
６
５

－
９
５
８
９

【
専
用
ア
ド
レ
ス
Ｐ
Ｃ
】

marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

you_and_you.@
docom

o.ne.jp

〜
結
婚
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
〜

　

こ
ん
に
ち
は
。
矢
部
地
区
結
婚
相
談
員

２
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
の
取
り
組
み
で
、

30
組
を
超
え
る
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
い

ま
す
。

　

私
は
、
結
婚
し
て
４
年
に
な
り
ま
す
が
、

出
会
っ
て
す
ぐ
結
婚
し
た
ス
ピ
ー
ド
婚

で
、
そ
れ
こ
そ
、
ど
こ
に
ど
ん
な
出
会
い

が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
も
の
だ
な
と
感
心

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
ろ
ん
な
か
た
ち
の
出
会
い
方
が
あ
り

ま
す
が
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
も
自
分
の

パ
ー
ト
ナ
ー
を
み
つ
け
る
一
つ
の
手
段
で

す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
、
ど
ん
ど

ん
出
会
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
、
一

つ
で
も
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が
出
来
る
よ
う

に
私
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
31
組
目
、
32
組
目
の

　

ご
夫
婦
が
誕
生
し
ま
し
た
！
☆

　

４
月
に
30
組
目
の
ご
夫
婦
の
誕
生
を
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
６
月
に

31
組
目
が
誕
生
！
さ
ら
に
、
７
月
に
入
っ

て
す
ぐ
に
32
組
目
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
交
流
会
に
参
加
さ
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
意
気
投
合
さ
れ
、
１
年
以

上
の
交
際
期
間
を
経
て
ゴ
ー
ル
イ
ン
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
た
な
ご
夫
婦
の
幸
せ
な
報
告
を
聞

き
、事
務
局
、相
談
員
一
同
う
れ
し
く
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
方
の
幸
せ
な
報
告
が
で
き
る
よ

う
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

山下相談員

今年のお茶の出来栄えは !?今年のお茶の出来栄えは !?
　

平
成
26
年
度
の
「
山
都
町
茶

品
評
会
」
が
開
か
れ
、
山
都
町

内
の
生
産
者
が
、
釜
炒
り
製
玉

緑
茶
の
部
に
21
点
、
蒸
し
製
玉

緑
茶
の
部
に
36
点
を
出
品
し
ま

し
た
。

　

審
査
に
は
熊
本
県
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
茶
業
研
究
所
な
ど
の

職
員
が
あ
た
り
、
審
査
項
目
は

外
観
（
お
茶
の
形
）
20
点
、
香

気
（
お
茶
の
香
り
）
75
点
、
水

色
（
お
茶
の
お
湯
の
色
）
30
点
、

滋
味（
お
茶
の
味
）75
点
の
４
つ
、

計
２
０
０
点
満
点
。
出
品
さ
れ

た
も
の
は
ど
れ
も
品
質
の
高
い

も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

［釜炒り製］

順位 氏　　名 釜炒り製玉緑茶

１ 阿部　主税 犬飼

２ 松本　　茂 犬飼

３ 渡邊　昭辰 猿渡

４ 渡邉　憲治 北中島

５ 井手　敏博 猿渡

［蒸し製］

順位 氏　　名 蒸し製玉緑茶

１ 藤本誠一郎 入佐

２ 増本　廣美 牧野

３ 藤原　優徳 島木

４ 藤岡　英隆 藤木

５ 渡辺　成善 北中島

○今月号は有料道路通行料金割引制度について紹介します。
　あらかじめ、役場にて割引有効期限の押印を受けた身体障害者手帳又は療育手帳を呈示し、確
認を受けると通常の料金の約50％の料金で通行することができます。
　また、ＥＴＣを利用する場合、事前に利用登録の手続きをしたＥＴＣカードを身体障害者手帳
又は療育手帳に記載された自動車に取付け、利用登録されたＥＴＣ車載器に挿入して通行すると
請求時に約50％の割引を受ける事が出来ます（料金表示器には通常料金が表示されます）。

対　　象　　者 割引率 登 録 対 象 車 両

　障がい者本人が運転する場合は、身体
障害者手帳の交付を受けているすべての
身体障害者

約50％

○割引対象車両は一人一台
○軽トラックは対象外
○営業用自動車・車検証上の使用者欄
　が法人名義の車は対象外　障がい者本人以外が運転し、障がい者

本人が同乗する場合は第１種身体障がい
者又はＡ１・Ａ２の療育手帳保持者

　次回はタクシー運賃の割引制度について紹介します。

○申請場所
　・役場浜町事務所健康福祉課
　・清和総合支所健康福祉課
　・蘇陽総合支所健康福祉課

○必要な物
　・車検証
　・身体障害者手帳
　　又は療育手帳

※ＥＴＣを利用する場合
　・ＥＴＣカード
　　（手帳保持者名義の物に限る）
　・車載器セットアップ表

障がい者福祉だより障がい者福祉だより
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山
都
町
竹
資
源
利
活
用
協
議
の
取
組

山
都
町
竹
資
源
利
活
用
協
議
の
取
組

　

広
報
や
ま
と
、
３・
４
月
号
に
協
議

会
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、
ま
た

テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

徐
々
に
竹
粉
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
竹
の
粉
を
使
っ

た
栽
培
実
験
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
の
近
況
報
告
を
致
し
ま
す
。

水
稲
に
つ
い
て

　

今
年
の
５
月
は
遅
霜
や
低
温
で

あ
っ
た
た
め
、
苗
の
出
来
が
良
く
な

か
っ
た
と
い
う
声
を
町
内
の
い
た
る

と
こ
ろ
で
耳
に
し
ま
し
た
。
幸
い
、
竹

粉
を
使
っ
た
生
産
者
の
方
の
苗
の
不

良
は
み
ら
れ
ず
、
使
用
し
た
生
産
者
の

方
々
か
ら
は
、
茎
が
太
く
て
固
い
、
根

が
び
っ
し
り
張
っ
た
苗
が
で
き
た
と

好
評
で
し
た
。

　

現
在
、
床
土
に
対
す
る
混
合
割
合

の
試
験
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

50
、
75
、
100
％
（
写
真
下
）
で
竹
粉
を

混
ぜ
て
み
ま
し
た
が
、
床
土
や
炭
の
代

わ
り
に
な
る
よ
う
で
す
。
肥
料
割
合
の

調
整
や
育
苗
期
間
が
長
く
な
る
な
ど
の

課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
軽
く
て
丈
夫
な

健
苗
が
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
盆
前
ま
で
に
は
昨
年
同
様
、
根

の
張
り
具
合
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
は
、竹
粉
の
散
布
時
期（
荒

田
起
こ
し
、
植
代
時
、
田
植
後
、
出
穂

前
）
と
収
量
の
関
係
を
調
査
す
る
た
め

に
、
追
肥
試
験
を
試
み
る
予
定
で
す
。

昨
年
以
上
の
結
果
が
出
る
か
、
非
常
に

楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　

試
験
圃
場
と
し
て
、
通
潤
橋
前
の
田

ん
ぼ
で
は
、
矢
部
小
の
５
・
６
年
生
の

協
力
を
得
て
、
竹
粉
苗
と
田
植
え
後
に

竹
粉
散
布
を
し
て
お
り
ま
す
。

野
菜
に
つ
い
て

　

ジ
ャ
ガ
芋
（
島
木
・
藤
本
さ
ん,

、

男
成
・
蒲
池
さ
ん
、）、
玉
ね
ぎ
（
島
木
・

中
石
さ
ん
）、里
芋（
島
木・木
鷺
野
会
）、

ト
マ
ト
（
御
所
・
白
根
さ
ん
）、
ベ
ビ
ー

リ
ー
フ
（
鶴
ケ
田
・
福
田
さ
ん
）、
他

数
多
く
の
方
々
に
使
用
し
て
頂
き
な
が

ら
、竹
粉
実
験
を
進
め
て
い
る
所
で
す
。

　

竹
粉
を
使
用
さ
れ
た
方
か
ら
感
想

が
届
き
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。

　

熊
本
市
内
在
住
、
休
日
に
実
家
の
島

木
、
栃
の
木
で
菜
園
を
さ
れ
て
い
る

藤
本
あ
き
み
さ
ん
か
ら
の
お
便
り

　

今
日
、
ジ
ャ
ガ
芋
の
収
穫
を
し
ま
し

た
。
竹
粉
が
芋
の
回
り
に
つ
い
た
ま
ま

の
収
穫
で
、
土
も
発
酵
し
た
感
じ
で

し
っ
と
り
し
て
ま
し
た
。
ハ
ー
ト
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
出
て
き
た
の
で
、
母
と

一
緒
に
写
真（
左
）撮
り
ま
し
た
。
帰
っ

て
、
早
速
ジ
ャ
ガ
芋
づ
く
し
の
夕
食
で

し
た
。
先
ず
は
素
材
の
味
を
と
思
い
、

ゆ
が
き
た
て
を
塩
の
み
で
頂
き
、
か
な

り
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
自
然
食
に
興

味
が
あ
る
近
所
の
人
に
試
食
と
し
て

分
け
て
食
べ
て
頂
く
つ
も
り
で
す
。
口

コ
ミ
で
広
が
っ
て
い
け
ば
良
い
で
す

ね
。
近
況
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

男
成
の
蒲
池
さ
ん
か
ら
の
お
便
り

　

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ジ
ャ
ガ
芋

掘
り
上
げ
ま
し
た
。竹
パ
ウ
ダ
ー
使
用
、

不
使
用
で
か
な
り
差
が
出
ま
し
た
。

　

写
真
（
左
）
は
キ
タ
ア
カ
リ
と
い
う

品
種
で
す
が
、
デ
ジ
マ
、
共
に
左
側
が

竹
パ
ウ
ダ
ー
有
り
、
右
側
が
無
し
で

す
。 

実
測
し
て
ま
せ
ん
が
1.2
〜
1.5
倍

程
度
差
が
出
ま
し
た
。
全
体
的
に
2
Ｌ

サ
イ
ズ
が
多
く
、
芽
か
き
し
な
い
方
が

よ
か
っ
た
で
す
。

　

種
芋
取
り
の
た
め
夏
ジ
ャ
ガ
イ
モ

も
植
え
る
予
定
な
の
で
追
加
試
験
し

て
見
ま
す
。 

そ
う
か
病
も
入
ら
ず
肌

も
綺
麗
で
し
た
。 

ピ
ー
マ
ン
の
後
作

だ
っ
た
の
で
す
が
障
害
も
で
ま
せ
ん

で
し
た
。

チリも積もればチリも積もれば
山都成る！！山都成る！！

　

こ
れ
か
ら
の
夏
野
菜
、
秋
野
菜
に
向

け
て
使
用
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

引
き
続
き
、
筍
生
産
と
竹
林
整
備
を

含
め
て
、
他
事
業
・
関
係
機
関
、
矢
部

高
校
を
含
め
た
教
育
機
関
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
山
都
町
の
農
林
業
振
興

に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
更
な
る
展
開
を

図
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

問
合
せ
先

協
議
会　

副
会
長　

野
口
慎
吾

携
帯
０
８
０

－

８
５
５
４

－

２
０
２
３

中
石
さ
ん
の
玉
ね
ぎ
（
写
真
左
）
で
は
、
玉
太
り
が
よ
く

形
が
揃
っ
て
お
り
、
食
べ
て
み
て
も
甘
味
が
多
か
っ
た
と

の
こ
と
。

福
田
さ
ん
の
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
（
写
真
左
）
で
は
夏
場
の
萎

れ
が
少
な
い
よ
う
に
と
実
験
中
で
、
感
触
は
悪
く
は
な
い

と
の
こ
と
。

白
根
さ
ん
の
ト
マ
ト
は
、
育
苗
時
か
ら
使
用
さ
れ

写
真
左
（
右
：
竹
粉
入
）、
根
の
張
り
が
顕
著
で
、

成
長
点
の
伸
び
が
顕
著
で
あ
る
と
の
こ
と
。 

竹粉：土＝ 50：50苗の根の様子 竹粉100％苗の根の様子

島木　吉本さん荒田時の散布様子

田植後、矢部小５年生　竹粉散布の様子

木鷺野会　山部さん植代時の散布様子

６月23日  矢部小５・６年生  田植の様子

大野　山崎さん田植後の散布様子

通潤橋前の田の昨年の様子
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テレビ映像部分
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都
町
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し

ま
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。

▼
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▼
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格

　

▽
高
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度

　
　

○
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事
務
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木

昭
和
62
年
４
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日
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ら
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９
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１
日
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で
に
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者

▽
資
格
免
許
職
（
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の
資
格
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有
す
る
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ま
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平
成
27
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３
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ま

で
に
資
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得
見
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み
の
者
）

　
　

○
保
健
師

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
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平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
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ま
れ
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者

　
　

○
保
育
士

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
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平
成
７

年
４
月
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日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

　
　

○
薬
剤
師

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
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た
者

　
　

○
臨
床
工
学
技
士
、
臨
床
検
査
技
師
、

　
　
　

看
護
師

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

▼
試
験
日
（
第
１
次
試
験
）

　

９
月
21
日
㈰

▼
試
験
会
場

　

御
船
高
等
学
校
（
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船
町
辺
田
見
）

▼
受
付
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▽
持
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〜
８
月
15
日
㈮

　
　
（
土
・
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30
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〜
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用
試
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で
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、
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を
実
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し
ま
す
。

▼
採
用
予
定
人
員

　

５
人
程
度

▼
受
験
資
格

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

▼
試
験
日
（
第
一
次
試
験
）

　

９
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21
日
㈰

▼
試
験
会
場

　

御
船
高
等
学
校
（
御
船
町
辺
田
見
）

▼
受
付
期
間

　

▽
持
参
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月
28
日
㈪
〜
８
月
15
日
㈮
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日
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日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

▽
郵
送

７
月
28
日
㈪
〜
８
月
15
日
㈮

８
月
15
日
㈮
ま
で
の
消
印
有
効

▼
問
い
合
わ
せ
先
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部
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１
９
５
５
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１
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平
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４
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２
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か
ら
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４
月
１
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ま
で
に
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ま
れ

た
者

※
四
年
制
大
学
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
者

▼
試
験
日

　

９
月
21
日
㈰

▼
受
付
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間

　

▽
持
参

７
月
28
日
㈪
〜
８
月
15
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

▽
郵
送

７
月
28
日
㈪
〜
８
月
15
日
㈮

８
月
15
日
㈮
（
午
後
５
時
必

着
）
ま
で
の
消
印
有
効

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

　
（
０
９
６

－

３
６
５

－

１
９
０
０
）

山
都
町
職
員
募
集
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　「認知症サポーター」とは、認知症について学び、認知症の方を支える「応援者」です。今回、潤徳
小学校の５・６年生 20 名と、蘇陽南小学校の５・６年生 26 名のみなさんが認知症サポーター養成講座
を受講し、「認知症サポーター」になりました。
　認知症とは、何かを覚えたり、思い出したり、理解したり、判断したりする「認知能力」が、大人に
なり何らかの病気が原因で障害され起こる脳の病気です。症状が悪化すると普通の生活が困難になって
きます。認知症について理解し、対応の仕方をかえることで認知症の症状が改善されます。
　今回、認知症キャラバンメイト（養成講座の講師役）である松本敬子さんと松本新治さん（ともに特
別養護老人ホーム矢部大矢荘）が、認知症についての基礎知識と認知症の方への対応について話をしま
した。講座のまとめとして、

と児童たちに伝えました。児童たちからは、「認知症でも心で感じることは一緒なので、そこを考えて言っ
たり行動したりしたい」「強く言わないとわからないと思っていたけど、優しく言えば認知症の人もわ
かってくれるんだなと思った」「認知症の人にでも優しい声かけをすると症状も改善することがわかっ
て良かった」と感想が聞かれました。
　今後も、小中学校や地域の中で認知症サポーターを広げていきます。認知症サポーター養成講座につ
いては、山都町地域包括センター（72-4011）までお問い合わせください。

　高額な外来診療や入院をする場合は、医療機関の窓口で認定証を提示することにより、医療費
の支払いが自己負担限度額までとなり、さらに住民税非課税世帯の方は食事代も減額されます。
　すでに認定証をお持ちの方は、７月 31 日が有効期限ですので、更新手続きをしてください。

手続きに必要なもの
　●国民健康保険証
　●印鑑

＊更新手続きは８月１日からの受付けです。
＊国民健康保険税に滞納がある場合は交付できません。

国民健康保険
「限度額適用認定証」
「限度額適用・標準負担額減額認定証」の
更新申請について

　離職日の翌日から翌年度末までの期間において、
（１）雇用保険の特定受給資格者（例：倒産・解雇などによる離職）
（２）雇用保険の特定理由離職者（例：雇い止めなどによる離職）
　　  として求職者給付（基本手当等）を受ける方です。
※雇用保険受給資格者証の離職理由が 11, 12 ,  21 .  22 ,  23 ,  31 ,  32 ,  33 ,  34 に該当される方
※高年齢受給資格者及び特例受給資格者の方は対象となりません。

　国民健康保険税は、前年の所得により算定される所得割があり、軽減は前年の給与所得を
その 30/100 とみなして行います。

　離職日の翌日から翌年度末までの期間です。
※雇用保険の求職者給付（基本手当等）を受ける期間とは異なります。
※届け出が遅れても遡及して軽減を受けることができます。
※国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き続き対象となりますが、会社の健康保険
　に加入するなど、国民健康保険を脱退すると終了します。

　必要なもの　国民健康保険証・雇用保険受給資格者証・印鑑

◆対象者

倒産・解雇などで失業をされた方に対する
　　　　　　　　　　国民健康保険税の軽減制度について

◆軽減額

◆軽減期間

◆軽減を受けるには届け出が必要です。

保健センターだ保健センターだより保健センターだ保健センターだより保健センターだよりvol.25
「小学生が認知症サポーターになりました」

認知症につい
て正しく理解
しましょう

① ② ③
認知症の人を理
解し、優しく支
援しましょう

認知症の人を優
しく地域で支え
ましょう

潤徳小学校で話をする松本敬子さん

認知症の方への対応について、芝居を通じで学びました

蘇陽南小学校で話をする松本新治さん

認知症サポーターになった蘇陽南小学校の26名です

国民健康保険
●限度額適用認定証
　（住民税課税世帯）
●限度額適用・標準負担額
　減額認定証
　（住民税非課税世帯）

70歳未満の方 70歳以上の方
（※住民税非課税世帯のみ申
　  請ができます）
●限度額適用・標準負担
　額減額認定証
　（住民税非課税世帯）

●浜町事務所　健康福祉課　国保年金係　72－1173　●清和総合支所　健康福祉課　　82－2111
●蘇陽総合支所　健康福祉課　83－1111　　　　　●浜町事務所　税務課　課税係　72－1128

　浜町事務所　　健康福祉課　国保年金係　72－1173
　清和総合支所　健康福祉課　82－2111
　蘇陽総合支所　健康福祉課　83－1111

手続き・問い合わせ先手続き・問い合わせ先

申請・問い合わせ先申請・問い合わせ先
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　　バルーンアート
　　　（人数制限なし）

川の生き物調べ
（午前のみ子どもと保護者20組）

　　エコクラフト
　　アクセサリー
（午前午後ともに先着30名）

ボードゲーム
（人数制限なし）

　リサイクルはがきを
　　作ってみよう
（午前・午後ともに先着30名）

　　筆・紙ワーク
　　　（人数制限なし）

オリジナル椅子づくり
（午前・午後ともに25脚ずつ）

　　ストロー工作
（午前・午後ともに先着30名）

　　　押し花しおりを作ろう
　　　（午前・午後ともに先着30名）

　　人形劇
（午前・午後2回公演・要申込み各100名）

Myメモ帳を作ってみよう
（人数制限なし）

水鉄砲を作ってみよう
（午前・午後ともに先着30名）

山都町図書館だより

図書館に行ってみよう！
御岳小学校・蘇陽南小学校の2年生のみなさんが
図書館見学に来てくれました

図書館情報
　　　－読書とは、自分の小ささを知ることです－

声の灯り
ー83号ー

★平成26年8月のわくわく号運行予定★

　5月29日、本館に御岳小学校、蘇陽分館に蘇陽南小学校の2年生がそれ

ぞれ見学に来てくれました。御岳小学校2年生のみなさんは、本館でお気

に入りの本を見つけて読書を楽しみました。また、ピエロの会の方から絵

本の読み語りをしてもらいま

した。蘇陽南小学校の2年生

は、蘇陽分館にて生徒一人ひとりが図書館について質問をしました。その

後、本を1冊ずつ借り、移動図書館車「わくわく号」も見学しました。図書館

に初めて来てくれた生徒さんもいてとっても楽しく過ごしてくれたようで

す。また図書館に本を読みに来てね！まってるよ！

　下記日程において図書館が休館となります。返却には、各館の返却ボックスをご利用ください。また、DVD・CDは破損する恐れ
がありますので、必ずカウンターにて返却して下さい。ご迷惑をおかけ致しますがご協力宜しくお願いいたします。

全館休館：8月14日（木）、15日（金）　　蘇陽分館休館：8月24日（日）

　本館にて「絵本講座・絵本のとびら」を開催しています。
読み語りをされている方、絵本が好きな方、子どもさんと絵本
を読みたいと思っている方、どなたでも参加できます。

　絵本カーニバルが山都町で始まって、今年は10年目となります。記念すべき10回目のテーマは「しあわせ」です。
絵本カーニバルは山都町のみなさんの「しあわせ」が出合う場所であり続けたいと思っています。約400冊の絵本と
日替わりワークショップをご用意してみなさんをお待ちしています。

　期日：7月27日（日）～8月3日（日）
　時間：午前10時～午後5時まで
　場所：道の駅　清和文楽邑
　問い合わせ先：清和分館0967-82-3033

絵本カーニバルin山都町2014開催のお知らせ

休館日のお知らせ

※蘇陽地区・花上多目的集会場は9月より巡回再開致します。
※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸し出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
8月6日(水）  蘇陽南小学校（午後1時～）　馬見原保育園（午後1時30分～）
　　　　　     菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽小学校（午後3時～）
　　　　　     蘇陽キッズ（午後3時15分～）
8月7日(木)   ブルーベリーの家（午前10時15分～）　蘇望苑（午前11時～）
　　　　　     蘇陽総合支所（午後0時30分～）
　　　　　     蘇陽中学校（午後1時30分～）
　　　　　     ほたるの里（午後2時15分～）　大迫公民館（午後3時～）
8月8日(金)   スクランブル（午前10時30分～）
　　　　　     二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）
　　　　　     上差尾興梠商店（午後1時45分～）
　　　　　     菅尾まこと薬局駐車場（午後2時30分～）

矢部地区
　  月　日 　　　巡回場所・時間
8月27日(水)  金内公民館（午前9時45分～）
　　　　　　　こころ（午前10時30分～）
　　　　　　　島木のお店（午前11時15分～）
　　　　　　　白小野（午後1時～）
　　　　　　　万坂（午後1時30分～）
　　　　　　　改善センター（午後1時40分～）
　　　　　　　さくらんぼ愛園（午後2時10分～）
　　　　　　　大地（午後2時35分～）
8月28日（木）  稲生野（午前9時45分～）
　　　　　　　一の瀬（午前10時20分～）
　　　　　　　よってはいよ（午前11時～）
　　　　　　　あおぞら（午後1時35分～）
　　　　　　　富士ラーメン（午後2時～）
　　　　　　　白糸事務所（午後2時30分～）
　　　　　　　笈石（午後3時～）
　　　　　　　菅（午後3時20分～）
8月29日(金)  風ノ木（午前10時～）
　　　　　　　浜美荘（午前10時30分～）
　　　　　　　千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　　大矢荘（午後1時15分～）
　　　　　　　光露館（午後1時40分～）
　　　　　　　彩雲苑（午後2時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
8月19日(火)  小峰保育園（午前10時～）  清和小学校（午前10時30分～）
　　　　　     清和総合支所（午後0時30分～）  清和中学校（午後1時～）
　　　　　     大川保育園（午後1時30分～）
8月20日(水)  原尻公民館（午前10時～）  花高原（午前10時30分～）
　　　　　     井無田公民館（午前11時～）
　　　　　     井無田診療所横（午前11時30分～）  支援ハウス（午後1時～）
　　　　　     清和児童育成クラブ（午後3時30分～）

●お問い合わせ・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：全館共通（月曜日・月末日・祝日・お盆・年末年始）

727
（日）

730
（水）

731
（木） 8 1

（金）

8 3
（日）

8 2
（土）

728
（月） 729

（火）

夜の絵本カーニバル
「チェロと絵本の夕べ」
入場料500円　定員50名

※10名以上でのワークショップ
　への参加は事前にご連絡くだ
　さい。詳細は後日配布のチラ
　シをご覧ください。

絵本講座「絵本のとびら」開催のお知らせ
期日：第 2回目 8月17日（日）
　　　第 3回目 11月 16日 (日 )
　　　第 4回目平成 27年 1月18日（日）
　　　第 5回目平成 27年 2月22日（日）
時間：午後 2時～3時半　
場所：山都町立図書館ホール　
問い合わせ先：本館：0967-73-1616

☆8月17日（日）の絵本講座は
「三びきのやぎのがらがらどん」
「せかい一おいしいスープ」「ちいさなヒッポ」
　　　　　　　　　　　　　　　を読みます。
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めざせ！　分別ナンバー ワンめざせ！　分別ナンバー ワン！　ごみの分別表　！　ごみの分別表　
＜基本的なこと＞
◎ごみは必ず分別をしてルールを守り指定のゴミ袋を使用してください。
○ごみ収集カレンダーに記載されているとおり決められた収集日に決められた場所に時間は朝８時までに出してく
ださい。
○ゴミ袋は名前を書いてください。
○分別が出来ていない物や指定のゴミ袋以外は収集をしません。
　※ただし、燃えるごみとペットボトルのみ、現在は透明のビニール袋でも収集いたします。

◎「不法投棄」「ごみの持ち去り」「家庭でのごみの焼却」は法律で禁止されています。
＜収集しないもの＞
◎下記のものを収集しておりません。
○家電リサイクル対象品 ( テレビ、エアコン、洗濯機、乾燥機、冷蔵庫、冷凍庫 ) 
○長さが２メートル以上の物、幅が 90 センチメートル以上の物
○産業廃棄物
○事業系一般廃棄物（会社、商店などの事業活動から出るごみ）　
○その他で代表的な物
　スプリング入りのソファーやベッド類、肥料袋、容器の中身が入ったままの物（粉・液体・つぶ）、塗料、農薬、
農薬ビン、農業用ビニール、農機具、パソコン、バッテリー、廃油、タイヤ、建材類、樹脂製波板、スレート、
石綿、鉄骨、便利瓦、ボード板、石工板、バイク・車の部品、消火器、鉄の塊、火薬類、水銀、油類、直径が 4.5
センチメートル以上の生木など

※収集できない物は販売店に相談をするか、町が行う大型ごみ収集をご利用ください。
※このごみの分別表は代表的な物を記載しておりますので、ご不明な物はお問い合わせください。

＜ごみを直接「小峰クリーンセンター」まで持ち込みをする場合＞
◎ごみは持ち込む前に必ずお電話等でご連絡をお願いします。
○ごみの種類と大きさと数量を具体的にお知らせください。
　※ごみの大量な持ち込みはお断りいたします。
○ごみは指定のゴミ袋を使用して、必ず分別を済ませてからお持ち込みください。
　※泥等で汚れている物や湿っている物はリサイクルなどができませんので、持ち帰りの場合があります。
　例）汚れているカン・ビン・ペットボトルや湿ったタタミなど
○衣類の持ち込みが出来ます。
※現在リサイクルを目的とし不要になった衣類 ( 古着 ) の持ち込みを受け付けております。お手数ですが透明の
袋に入れてお持ち込みください。

　※小峰クリーンセンターまで持ち込まれた衣類のみが、リサイクルをされる衣類となります。
　※持ち込み以外は燃えるごみの扱いとしますので燃えるごみの日に出してください。

◎連絡先
○場　　所　小峰クリーンセンター（山都町小峰１９０６番地）
○電話番号　８２－３２９７
○受付時間　午前９時～正午・午後１時～午後４時　　※平日のみ（土日祝祭日は受け付けておりません）

★ごみは分別などが不十分だと、リサイクルできない物が増えてしまうだけではなく、町の収入源は減り現場での積み
下ろしや仕分け作業では危険な手作業が増える恐れがあります。今後も燃えるごみと粗大ごみなどが混じっている物
や穴が開いていないスプレー缶や割れたガラスなどを、そのままゴミ袋に入れて出さないようにお願いします。
★ごみの分別は年々多様化しております。本町におきまても、ごみの分別内容に変更が生じる場合には広報をいたします。

問い合わせ先
　山都町役場
　　住民環境課 環境衛生係　℡７２－０７６７　　　蘇陽総合支所健康福祉課 ℡８３－１１１１
　　清和総合支所健康福祉課 ℡８２－２１１１　　　小峰クリーンセンター　 ℡８２－３２９７
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そ
の
55

　

６
月
21
日

に
予
定
し
た

白
糸
地
区
で

の
「
棚
田
の
生

き
も
の
た
ち
」

観
察
会
は
、
雨

天
の
た
め
中

止
に
し
た
。
白

糸
の
棚
田
で

の
観
察
会
は
、

十
数
年
前
か

ら
続
け
て
い
る
。
ご
存
じ
の
通
り
、
白
糸

台
地
は
通
潤
橋
に
よ
っ
て
水
が
送
ら
れ
た

こ
と
で
水
田
が
開
か
れ
た
。
そ
の
面
積
は
、

通
潤
橋
架
橋
以
前
と
比
べ
る
と
百
倍
以
上

（
約
１
０
０
０
反
）
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
白
糸
地
区
は
、
有
機
農
業

に
取
り
組
む
地
域
で
も
あ
る
。
白
糸
の
棚

田
に
は
、
現
在
、
全
国
で
姿
を
消
し
つ
つ

あ
る
生
き
も
の
た
ち
が
数
多
く
生
き
残
っ

て
い
る
。
そ
の
代
表
は
、
絶
滅
危
惧
種
の

タ
ガ
メ
だ
。
そ
し
て
、
同
じ
く
絶
滅
危
惧

種
の
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の
仲
間
が
４
種
類
生
息

し
て
い
る
。
ま
た
、
準
絶
滅
危
惧
種
と
さ

れ
て
い
る
コ
オ
イ
ム
シ
や
、
ト
ノ
サ
マ
ガ

エ
ル
、
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
な
ど
も
多
く
、

互
い
に
つ
な
が
り
合
っ
て
生
き
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
、
田
ん
ぼ
に
カ
エ
ル
な
ど
が

集
ま
り
始
め
る
と
、
タ
カ
の
仲
間
の
サ
シ

バ
が
海
を
渡
っ
て
日
本
に
や
っ
て
来
る
。

サ
シ
バ
も
現
在
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
。
そ

し
て
、
田
ん
ぼ
の
豊
富
な
生
き
も
の
た
ち

を
食
料
に
し
て
次
の
世
代
を
育
む
。

　

予
定
し
て
い

た
観
察
会
の
一

週
間
前
に
、
観

察
場
所
の
下
田

さ
ん
の
田
ん

ぼ
で
下
見
を
し

た
。
代
掻
き
が

終
わ
っ
た
田
ん

ぼ
に
は
、
生
き

も
の
た
ち
が
集

ま
り
始
め
て
い

た
。
そ
の
田
ん

ぼ
の
横
に
は
、

地
域
の
自
治
振

興
区
で
作
ら
れ

た
ビ
オ
ト
ー
プ

（
生
物
生
息
空

間
）
の
池
が
あ

る
。
ど
ん
な
生

き
も
の
が
い
る

か
観
察
し
て
み

た
。
最
初
に
見
つ
け
た
の
は
、
水
の
中
を

泳
ぎ
回
っ
て
い
た
大
型
の
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
だ
。

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の
仲
間
で
は
一
番
大
型
の
種

類
で
、
し
か
も
数
匹
い
る
。
タ
イ
コ
ウ
チ

も
姿
を
見
せ
た
。
何
種
類
も
の
水
生
昆
虫

を
確
認
で
き
た
。

　

観
察
会
当
日
は
、
こ
れ
ら
の
生
き
も
の

た
ち
を
子
ど
も
た
ち
に
見
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
実
施
で
き
ず
残

念
だ
っ
た
。
観
察
会
は
、
秋
に
再
び
下
田

さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
行
う
予
定
だ
。
そ
の
と

き
を
楽
し
み
に
し
て
ほ
し
い
。

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより
山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110

熊本県警のホームページ
http;//www.police.pref．
kumamoto.jp/
　管内の犯罪・交通事故の発生状況、
県警からのお知らせ等が掲載中です。

犯罪・交通事故発生状況（山都町）
事件・事故 平成26年 6月末
刑法犯 27件 （21件）

人身交通事故 15件 （23件）
※（）内は昨年同時期の発生状況

第１回山都警察署協議会開催
　６月２０日（金）、山都警察署において本年度第１回目の警察署協議会
を開催し、警察署から平成２６年中の熊本県内及び山都町の犯罪情勢や交
通事故の発生状況並びに今後の取組みについて説明を受けました。
　また、５人の若手警察職員による意見発表を聞き、安全・安心な山都町づ
くりに尽力されている姿勢が強く感じられ、有意義な協議会となりました。

警察署協議会審議事項
・平成２６年５月末日現在の山都町の刑法犯の認知件数
は２４件（前年比＋７件）で、器物損壊、暴行・傷
害、乗り物盗が増加している。

・平成２６年６月１７日現在、山都町内で交通人身事故
が１３件（傷者１５人）発生しており、昼間の国道に
おける事故、高齢者が関係する事故、追突事故が多く
発生している。

・高齢者被害にかかる特殊詐欺被害防止、窃盗事件や強
盗事件の防止対策、ＤＶ・ストーカー事案への適切な
対応、防犯講話等を継続して実施する。

・登山者の安全確保、女性警察官の効果的運用、雑踏警
備（祭警備）への的確な対応を実施する。

など

警察通信指令・無線通話技能大会第２位
　６月１９日（木）、県下２３警察署４６人による上記大会が、熊本県警
察本部で行われ、山都警察署チームが第２位という好成績を収めました。
　この大会は、１１０番通報を受けた警察署の指令係と現場警察官役の２
人１組で、指令内容の適正さや事情聴取要領等について技能を競うもので、
第２位という成績は，山都警察署始まって以来の快挙です。
　今後も、警察の命とも言える無線通話の更なる技能向上に努めていきます。

＜協議会の状況＞ ＜意見発表の状況＞

矢部高校生による警察署花壇整備
　５月３０日（金）、矢部高校の２年生１４人に約
２００株ものサルビアの花を、警察署の花壇に植えてい
ただきました。
　美しい花々が署員や来庁者の目を楽しませています。
　矢部高校の皆さん、ありがとうございました。

平成２７年度から軽自動車税の税率が変わります。
　地方税法の改正に伴い、軽自動車税の税率を引き上げます。税率引き上げの年度は、車両の種類や新
規登録日（初年度検査年月）によって異なります。詳しくは下表をご覧ください。
　町民の皆さまには、ご負担をお掛けしますがご理解とご協力をお願いします。

[ ※１]平成２７年度分から税率引き上げ
　・平成27年 4月 1日以降に新規登録した車両に対し、平成27年度分から新税率を適用します。
　・平成 27年 3月 31日までに新規登録した車両については、下記に該当する場合を除き、現行の税
率のままです。

[ ※２] 経年車に係る重課税率について（平成２８年度分から）
　グリーン化を進める観点から、新規登録（自動車検査証に記載されている初年度検査年月）後
13年を経過した軽四輪車等について、平成28年度分より表記の税率に変わります。

【問い合わせ先】
　山都町役場　税務課　TEL　72-1128（直通）

原動機付自転車及び二輪車等
平成２７年度分から次のとおりとなります。

三輪及び四輪以上の軽自動車

種　　別 税率（年額）
現行 改正後

原動機付自転車

50cc 以下 1,000 円 2,000 円
50cc 超 90cc 以下 1,200 円 2,000 円
90cc 超 125cc 以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

小型特殊自動車 農耕作業用 1,600 円 2,400 円
その他 4,700 円 5,900 円

軽二輪 125cc 超 250cc 以下 2,400 円 3,600 円
小型二輪 250cc 超 4,000 円 6,000 円

種　　別
税率（年額）

現行 改正後[※1] 13年超[※2]

軽自動車

三輪 660cc 以下 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪以上 660cc 以下
乗用

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円
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★
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
★

願
い
事
、叶
う
か
な
？

　

７
月
４
日
、浜
町
乳
児
保
育
園
で
七

夕
の
飾
り
付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。当

日
は
祖
父
母
参
観
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、園
児
の
祖
父
母
も
一
緒
に
な
っ
て
願

い
を
込
め
た
短
冊
を
書
き
揃
え
た
ほ

か
、飾
り
付
け
も
一緒
に
な
っ
て
作
り
上

げ
ま
し
た
。出
来
上
が
っ
た
短
冊
と
飾

り
は
、実
際
に
竹
に
く
く
り
つ
け
園
舎

と
ベ
ラ
ン
ダ
に
立
て
ら
れ
ま
し
た
。大
き

な
竹
が
立
て
ら
れ
る
と
、「
す
ご
い
す
ご

い
」と
喜
ぶ

園
児
も
。

七
夕
飾
り

は
現
在
、

園
舎
の
入

り
口
に
立

て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

6
月
13
日
、Ｊ
Ａ
上
益
城
山
都
町
酪

農
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
、
町
や
警
察

署
、
消
防
署
な
ど
に
牛
乳
を
贈
り
ま
し

た
。「
父
の
日
に
牛
乳
（
ち
ち
）
を
贈
ろ

う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
熊
本
県
大
津
町

発
祥
の
取
り
組
み
で
、
全
国
へ
と
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。牛
乳
に
は
、
筋

肉
や
血
液
を
作
る
良
質
の
タ
ン
パ
ク

質
、
骨
を
丈
夫
に
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム
、

免
疫
力
を
ア
ッ
プ
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
栄
養
素
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。良
質
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と

も
い
え
る
牛
乳
を
た
く
さ
ん
飲
み
ま

し
ょ
う
。

御
岳
小
学
校
製
茶
展

　
６
月
12
日（
木
）、
御
岳
小
学
校
に
お

い
て
、御
岳
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
に
よ
る
製
茶

展
が
、
上
益
城
地
域
振
興
局
、Ｊ
Ａ
上

益
城
及
び
役
場
農
林
振
興
課
の
関
係

職
員
に
よ
る
厳
格
な
審
査
の
元
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

御
岳
小
の
製
茶
展
は
数
十
年
前
か

ら
続
い
て
お
り
、
小
学
校
単
位
で
行
わ

れ
る
も
の
で
は
町
内
唯
一
残
る
製
茶
品

評
会
。御
岳
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
坂
本
会
長
は

「
製
茶
展
の
収
益
は
、子
ど
も
達
の
為
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。地
域
の
皆

様
の
協
力
に
大
変
感
謝
し
て
い
る
。」
と

今
年
の
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

父
の
日
は

　
　
「
牛
乳（
ち
ち
）の
日
」

心
・
技
・
体
を
揃
え
手
に
し
た
勝
利

〜
第
６２
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
〜

山
都
町
消
防
団　

お
見
事
！
ダ
ブ
ル
３
位
入
賞（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
・
ポ
ン
プ
車
の
部
）

上
益
城
郡
消
防
操
法
大
会

　
７
月
６
日
、
平
成
26
年
度
上
益
城
郡

消
防
操
法
大
会
が
嘉
島
町
役
場
駐
車
場

で
開
催
さ
れ
、
山
都
町
消
防
団
代
表
と

し
て
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
３
隊
、
ポ
ン

プ
車
の
部
に
２
隊
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
た
め
２
か
月
以
上
も
訓
練
を

重
ね
て
き
た
団
員
は
、
そ
の
成
果
を
発

揮
、
一
糸
乱
れ
ぬ
見
事
な
操
法
を
見
せ
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
第
２
分
団
が
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
第
８

分
団
が
、
と
も
に
３
位
入
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
優
秀
選
手
賞
に
第
８
分
団
ポ
ン
プ

車
１
番
員
の
古
閑
裕
樹
団
員
が
選
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
大
会
で
優
勝
し
た
嘉
島
町
消
防
団

（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）
と
甲
佐
町
消
防
団

（
ポ
ン
プ
車
の
部
）
が
上

益
城
郡
代
表
と
し
て
、

８
月
３
日
に
人
吉
市
で

開
催
さ
れ
る
県
操
法
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

入
賞
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部　

第
２
分
団

○
ポ
ン
プ
車
の
部　

第
8
分
団

　

７
月
６
日
、
全
国
の
大
学
の
代
表

１
７
６
人
が
日
本
武
道
館
に
集
ま
り
、

第
62
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
本

町
田
所
出
身
の
今
村
侑
資
選
手
（
大
阪

体
育
大
学
）
が
出
場
し
、
各
選
手
が
死

闘
を
繰
り
広
げ
る
中
、
強
豪
を
相
手
に

勝
ち
上
が
っ
て
い
き
、
見
事
３
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

　

今
村
選
手
は
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
山

都
警
察
署
少
年
剣
道「
洗
心
会
」で
剣
道

を
始
め
、
御
岳
小
学
校
か
ら
矢
部
中
学

校
、鎮
西
高
校
、大
阪
体
育
大
学
へ
と
進

学
し
、
今
回
全
国
３
位
と
い
う
成
績
を

残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
村
選
手
は
「
小
・
中
・
高
と
剣
道

を
続
け
て
き
て
こ
ん
な
全
国
大
会
で
、

ま
し
て
入
賞
す
る
な
ん
て
夢
を
見
て
い

る
よ
う
な
感
覚
で
す
。入
賞
で
き
た
の

は
今
ま
で
自
分
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
の
お
か
げ
で
あ
り
、
私
に
関

わ
っ
て
く
れ
た
全
て
の
人
の
お
か
げ
で

す
。ど
ん
な
事
で
も
諦
め
ず
努
力
を
続

け
て
い
れ
ば
結
果
は
つ
い
て
く
る
と
思

い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
勉
強
も

同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。ま
さ
に『
継
続
は

力
な
り
』で
す
。こ
れ
か
ら
も
よ
り
精
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」と
力
強
く
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
入
賞
を
励
み
に
山
都
町
で
剣

道
を
す
る
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
！！

山都町ソフトボール協会蘇陽支部春季大会第１４回山都町ソフトバレーボール大会
６月６日、９日、１１日
　優　勝　　大野
　準優勝　　Team.TNS
　３　位　　菅塩ブラザース
　ＭＶＰ　　山本祐一

７月７日（月）　山都町中央体育館にて
～トリムＡの部～
　優　勝　　中島南部
　準優勝　　中島東部Ａ
　３　位　　三栄開発

優勝した大野チーム優勝したバレーボール協会優勝した中島南部

～トリムＢの部～
　優　勝　　バレーボール協会
　準優勝　　中島東部Ｂ

　指揮者　西山　太英
　１番員　本田　淑雄
　２番員　坂本　安駿
　３番員　村上　匠朗
　補　員　廣津　亮輔

　指揮者　丸山　智史
　１番員　古閑　裕樹
　２番員　佐藤　友治
　３番員　高木　大輔
　４番員　山下　靖史
　補　員　杉本　隆次

第２分団の選手の皆さん

写真中央が今村選手

第８分団の選手の皆さん

17 16



年

金

相

談

　

８
月
の
年
金
相
談
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
期
日

　

８
月
８
日
㈮

▼
場
所

　

矢
部
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　
（
０
９
６

－

３
６
７

－

２
５
０
３
）

　
【
健
康
福
祉
課
（
72

－

１
１
７
３
）】

福

祉
・

法

律

相

談

所

　

日
々
の
生
活
の
中
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

出
来
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
の
相

談
窓
口
が
福
祉
・
法
律
相
談
所
で
す
。
相

談
は
無
料
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
内
容
に
よ
り
関
係
機
関
へ
の

紹
介
も
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
福
祉
相
談
所

▼
期
日

　

８
月
７
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

お
し
ら
せ
版

▼
会
場

　

千
寿
苑
、
清
楽
苑
、
蘇
陽
総
合
支
所

■
法
律
相
談
所

▼
期
日

　

８
月
21
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場

　

清
楽
苑

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
82

－

３
３
４
５
）

　
【
健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）】

身
体
障
が
い
者
（
児
）
巡
回
相
談

　

身
体
障
が
い
者
（
児
）
を
対
象
に
、

下
記
の
日
程
で
巡
回
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。

▼
日
時

　

８
月
20
日
㈬

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　

清
和
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
実
施
機
関

　

熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所

▼
協
力
医
療
機
関

　

高
田
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

▼
相
談
内
容

①
補
装
具
に
関
す
る
相
談
及
び
判
定

（
肢
体
不
自
由
関
係
）

②
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

相
談

③
身
体
障
が
い
者
手
帳
に
つ
い
て
の

相
談
（
肢
体
不
自
由
関
係
）

▼
申
込
期
限

　

８
月
15
日
㈮
ま
で

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

　

清
和
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　
（
82

－

２
１
１
１
）

　

蘇
陽
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　
（
83

－

１
１
１
１
）

原
木
栽
培
し
い
た
け
研
修
会

　

新
規
参
入
者
に
講
義
お
よ
び
実
技
講
習

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

10
月
26
日
㈰
、
11
月
30
日
㈰
、

　

平
成
27
年
１
月
25
日
㈰
、
２
月
22
日
㈰

　

※
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
予
定
）

▼
場
所

熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所
（
熊
本
市
）

お
よ
び
県
内
の
生
産
現
場
等

▼
募
集

　

20
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
）

▼
参
加
料

　

無
料

※
た
だ
し
、
交
通
費
・
昼
食
費
・
傷
害

保
険
料
（
２
０
０
円
程
度
）
の
自
己

負
担
が
必
要

▼
受
講
対
象
者

①
生
産
を
本
格
的
に
始
め
よ
う
と
す
る

者
（
未
経
験
者
）

②
生
産
を
始
め
て
３
年
以
下
の
者

③
後
継
者
（
就
農
予
定
を
含
む
未
経
験

者
及
び
経
験
年
数
３
年
以
下
の
者
）

④
①
〜
③
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
、
全

研
修
日
程
を
受
講
で
き
る
者

▼
申
込
方
法

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
郵
送
も
し
く
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ

り
提
出

※
受
講
申
込
書
は
上
益
城
地
域
振
興
局

も
し
く
は
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
募
集
締
切

　

９
月
30
日
㈫　

※
必
着

▼
受
講
の
決
定

　

申
込
者
全
員
に
受
講
の
可
否
を
通
知

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
林
業
振
興
課

　
（
０
９
６

－

３
３
３

－

２
４
４
４
）

　
【
農
林
振
興
課
（
72

－

１
１
３
６
）】

相

談

窓

口

有
機
農
業
先
進
地
視
察

　

有
機
栽
培
農
家
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、

先
進
地
で
あ
る
大
分
県
安
心
院
町
の
取
り

組
み
な
ど
視
察
し
ま
す
。
現
地
の
取
り
組

み
の
学
習
会
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
料
理
や
農

産
品
直
販
所
の
見
学
、
農
村
民
泊
を
通
し

て
現
地
の
農
家
の
方
々
と
の
交
流
な
ど
を

行
い
ま
す
。

▼
日
時

　

９
月
17
日
㈬
〜
18
日
㈭

　

※
一
泊
二
日

▼
定
員

　

10
人

▼
受
講
料

　

無
料

▼
申
込
期
限

　

８
月
31
日
㈰
ま
で

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

通
潤
山
荘
（
72

－

１
１
６
１
）

【
企
画
振
興
課
（
72

－
１
２
１
４
）】

森
林
の
維
持
・
管
理
の

支

援

を

し

ま

す

　

熊
本
県
森
林
組
合
連
合
会
で
は
、
荒
廃

し
た
里
山
林
や
竹
林
の
手
入
れ
、
薪
炭
用

材
等
の
採
取
を
継
続
的
に
維
持
・
管
理
の

活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
「
森
林
・
山
村

多
面
的
機
能
発
揮
対
策
交
付
金
」
を
追
加

募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
予
算
の
都
合
上
、
追
加
枠
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。

▼
要
件

①
３
人
以
上
で
構
成
員
さ
れ
た
活
動
組
織

で
あ
る

②
活
動
組
織
名
や
背
景
、
３
年
間
の
活
動

計
画
書
が
あ
る

③
活
動
規
模
が
０
．１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

で
あ
る

▼
活
動
タ
イ
プ
（
１
活
動
組
織
あ
た
り

５
０
０
万
円
上
限
）

▽
活
動
推
進
費

　

活
動
計
画
に
基
づ
く
取
組
み
に
関
す
る

話
し
合
い
、
研
修

　

15
万
円
（
初
年
度
の
み
）

▽
里
山
林
保
全
活
動

　

雑
草
木
の
草
払
い
・
集
積
・
処
理
、

鳥
獣
害
防
止
柵
等
の
設
置
、
森
林
の

見
回
り

　

16
万
円
（
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

▽
侵
入
竹
除
去
、
竹
林
整
備
活
動

　

竹
・
雑
草
木
の
伐
採
・
搬
出
・
処
理
及

び
利
用
、
森
林
・
竹
林
の
見
回
り

　

38
万
円
（
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

▽
森
林
資
源
利
用
タ
イ
プ

　

雑
草
木
の
草
払
い
・
集
積
・
処
理
、

し
い
た
け
原
木
等
の
伐
採
、
森
林
の

見
回
り

　

16
万
円
（
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

▽
森
林
空
間
利
用
タ
イ
プ

お

知

ら

せ

　

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
体
験
林
業

安
全
講
習
、
森
林
施
業
技
術
指
導
活
動

　

５
万
円
（
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

▽
資
機
材
へ
の
支
援

　

刈
払
機
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
、
丸
鋸
、
チ
ッ

パ
ー
、
わ
な
、
電
気
柵
、
薪
割
機
、
薪

ス
ト
ー
ブ

　

必
要
額
の
２
分
の
１

▼
そ
の
他

　

地
域
の
活
動
組
織
が
持
続
的
に
里
山

林
の
整
備
等
を
実
施
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
、
森
林
整
備
の
作
業
等
を
森

林
組
合
な
ど
に
委
託
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

▼
申
込
期
限

８
月
29
日
㈮

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

農
林
振
興
課
（
72

－

１
１
３
６
）

社
会
を
明
る
く
す
る

運

動

推

進

大

会

■
推
進
大
会

　

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
く

た
め
、
７
月
を
強
化
月
間
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時

　

７
月
28
日
㈪　

午
前
10
時
〜

▼
場
所

　

千
寿
苑

▼
講
演

「
ス
マ
ホ
社
会
の
子
ど
も
た
ち　

現
状

と
対
策　
　

〜
ネ
ッ
ト
社
会
で
子
ど
も

が
被
害
者
・
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め

に
〜
」

▼
講
師

黒
田
可
奈
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

■
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

家
庭
生
活
、
学
校
生
活
の
中
で
体
験

し
た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
地
域
社
会
づ
く
り
や
、
犯
罪
や
非
行

を
し
た
人
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て
考
え

た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
作
文
に
書
い

て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

小
学
生
及
び
中
学
生

▼
原
稿
の
枚
数

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
〜
５
枚

程
度

▼
応
募
締
切

８
月
22
日
㈮

※
山
都
町
推
進
委
員
会
に
お
い
て
選
考
の

上
、
小
学
校
の
部
・
中
学
校
の
部
各
５

作
品
以
内
を
、
熊
本
県
推
進
委
員
会
事

務
局
へ
提
出
し
ま
す
。

▼
応
募
先

　

総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）

講

演
・

講

習
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６
月
14
日
、
第
37
回
へ
き
地
保

育
所
合
同
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
と
な
っ
た
中
央
体
育

館
に
は
、
御
所
・
小
峰
へ
き
地
保

育
所
18
人
の
園
児
と
家
族
が
勢
ぞ

ろ
い
し
、
か
け
っ
こ
や
技
巧
走
、

リ
ズ
ム
、
大
玉
転
が
し
、
玉
入
れ

等
々
祖
父
母
や
保
護
者
、
来
賓
ら

も
加
わ
り
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
な
か
、
へ
き
地
保
育
所
な
ら
で

は
の
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

地
保

れ
ま

体
育

地
保

勢
ぞ

巧
走
、

入
れ

賓

御所へき地保育所のおともだち御所へき地保育所のおともだち

 小峰へき地保育所のおともだち 小峰へき地保育所のおともだち

 誰が一番早いかな 誰が一番早いかな

小小 き地 おとも小 へき地保 のおともだへき地保小 もだちだち

 自分より大きな玉を一生懸命転がします

 自分より大きな玉を一生懸命転がします

 親子競技園児が巻
き寿司に！？

 親子競技園児が巻
き寿司に！？

 可愛い河童が登場 可愛い河童が登場
 園児から大きな声援が飛んでいました 園児から大きな声援が飛んでいました  つなひき大会

 つなひき大会
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８月の当番医
８月  3 日　坂本クリニック（電話72-0210）
８月 10日　伴 病 院（電話72-0029）
８月 17日　野 田 医 院（電話72-0307）
８月 24日　矢部広域病院（電話72-1121）
８月 30日　瀬 戸 病 院（電話75-0111）

山
都
町
同
和
推
進
協
議
会

「
同
和
」
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
は
、
人
類
普

遍
の
原
理
で
あ
る
人
間
の
自
由
と

平
等
を
侵
害
す
る
行
為
で
、
日
本

国
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
基

本
的
人
権
の
精
神
に
反
す
る
重
大

な
問
題
で
す
。

「
同
和
」
問
題
は
、
１
８
７
１

（
明
治
４
）
年
の
「
解
放
令
」
か
ら

１
４
０
年
以
上
経
過
し
た
今
で
も

未
解
決
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、
ま

た
性
別
に
よ
る
差
別
や
障
が
い
者

差
別
等
々
あ
ら
ゆ
る
差
別
事
象
が

発
生
し
て
い
る
現
状
は
、
私
た
ち

国
民
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
そ
の
解
決
や
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
ご
紹
介
す
る
山
都
町
同

和
教
育
推
進
協
議
会
は
、
本
町

の
「
同
和
」
教
育
を
は
じ
め
と
す

る
あ
ら
ゆ
る
人
権
教
育
推
進
の
た

め
研
究
協
議
し
、
正
し
い
知
識
と

実
践
を
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に

啓
発
・
普
及
す
る
た
め
の
機
関
で
、

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
７
月
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

本
協
議
会
は
、
町
内
の
様
々
な

組
織
・
団
体
の
方
々
を
構
成
員
と

し
、
幅
広
い
意
見
や
知
見
を
基
に

「
同
和
」
教
育
・
人
権
教
育
の
推
進
、

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
具
体
的
な
計
画
の
立
案
、

実
践
に
つ
い
て
は
、
５
つ
の
委
員

会
（
就
学
前
同
和
教
育
推
進
委
員

会
、
学
校
同
和
教
育
推
進
委
員
会
、

社
会
同
和
教
育
推
進
委
員
会
、
行

政
同
和
教
育
啓
発
推
進
委
員
会
、

事
業
所
同
和
教
育
推
進
委
員
会
）

と
進
路
保
障
協
議
会
が
連
携
し
な

が
ら
分
担
し
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の

解
決
・
解
消
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

６
月
27
日
（
金
）、
中
尾
児
童
館

２
階
会
議
室
に
お
い
て
山
都
町
同

和
教
育
推
進
協
議
会
の
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
委
員
会
か
ら

２
０
１
３
年
度
の
事
業
経
過
報
告

及
び
２
０
１
４
年
度
の
活
動
方
針
・

事
業
計
画
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

未
だ
に
残
る
「
同
和
」
問
題
を

は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
問

題
の
解
決
・
解
消
に
向
け
、
各
委

員
会
が
連
携
し
、
教
育
・
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
研
修
会
が
行
わ

れ
、
熊
本
県
人
権
教
育
研
究
協
議

会
社
会
教
育
部
会
事
務
局
長
の
坂

本
み
ゆ
き
さ
ん
に
、「
水
俣
病
と
向

き
合
え
る
ま
で
」
と
題
し
、
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で

は
、
坂
本
さ
ん
の
地
元
、
水
俣
市

で
発
生
し
た
水
俣
病
に
つ
い
て
、

自
分
の
中
に
あ
っ
た
差
別
心
か
ら

当
初
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
心
境
や
そ
の
差
別
心
が

間
違
い
で
あ
っ
た
と
気
付
か
さ
れ

た
地
域
人
権
指
導
員
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
た
頃
の
出
会
い
や
そ
の

方
々
か
ら
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て

語
ら
れ
ま
し
た
。

「
い
ろ
ん
な
方
々
と
の
出
会
い
を

通
じ
、
自
分
は
変
わ
れ
た
。
差
別

の
解
決
・
解
消
に
向
け
、
自
分
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
周
り
は
変
え

ら
れ
な
い
。」
と
話
さ
れ
、
出
会
い

の
重
要
性
や
そ
の
こ
と
を
多
く
の

方
々
に
伝
え
て
い
く
必
要
性
を
強

く
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
水
俣
病
に
関
す
る
人
権
問

題
に
関
わ
ら
ず
、
ハ
ン
セ
ン
病
に

関
す
る
人
権
問
題
も
話
さ
れ
、
全

国
に
点
在
す
る
ハ
ン
セ
ン
病
診
療

所
の
様
子
や
当
時
行
わ
れ
て
い
た

差
別
事
象
等
、
差
別
か
ら
生
ま
れ

る
人
間
の
残
酷
さ
に
つ
い
て
も
語

ら
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
当
然
の
権
利
こ
れ
が
『
人
権
』
で
す
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▼
や
ま
な
み
の
会
「
山
脈
」

這
ひ
初
め
し
み
ど
り
子
囲
む
夏
座
敷 

今
村　

芳
子

看
る
人
も
看
ら
る
ゝ
我
も
老
い
て
梅
雨 

赤
澤
冨
美
子

雑
念
を
払
っ
て
く
れ
る
滝
の
音 

草
樹　
　

萌

姉
上
に
買
っ
て
貰
い
し
良
い
カ
メ
ラ

　
　

そ
れ
よ
り
吾
は
日
々
持
ち
歩
く 

本
田
健
二
郎

新
任
の
お
ま
わ
り
さ
ん
も
参
加
し
て

　
　

盛
り
上
が
り
ゆ
く
球
技
大
会 

古
閑
比
奈
子

大
根
の
煮
も
の
の
上
に
置
く
キ
ャ
ベ
ツ

　
　

美
味
し
く
炊
い
て
夕
餉
の
膳
に 

田
代　

エ
ミ

▼
通
潤
句
会

減
反
田
植
田
と
同
じ
風
吹
け
り 

田
中
か
つ
み

蛍
火
や
戦
火
絶
へ
ざ
る
地
の
あ
り
て 

中
村　

暢
子

最
上
階
無
菌
室
に
て
梅
雨
明
く
る 

菊
池　

成
河

▼
清
和
短
歌
会

吹
き
わ
た
る
四
月
の
風
に
靡
か
せ
つ

　
　

青
き
秋
穂
が
水
間
に
揺
ら
れ 

平
川　
　

竜

老
い
深
み
朝
の
目
覚
め
の
床
の
中

　
　

今
日
あ
る
生
命
の
幸
せ
覚
ゆ 

大
塚　

叢
司

ゆ
っ
た
り
と
湯
船
に
浸
り
吾
が
腕
の

　
　

細
き
を
見
入
る
退
院
の
夜 

原
田
由
紀
子

▼
馬
見
原
酔
山
会

顧
み
る
と
き
手
を
止
め
て
更
衣 

岩
永　

周
子

紫
陽
花
や
吾
子
は
す
っ
か
り
博
多
弁 

畑
野
フ
ミ
ヨ

母
の
手
に
優
し
く
ひ
か
る
螢
か
な 

工
藤
美
智
子

山都町の人口
〔平成26年６月30日現在〕
男　　8,068人  （－１）
女　　8,636人  （－16）
計　 16,704人  （－25）
世帯   6,703戸   （－２）

※（　）は前月比
※最高齢は108歳〔女性１人〕
※平成26年６月の出生者数
　８人（今年の出生者数　33人）
※平成26年６月の死亡者数
　20人（今年の死亡者数　181人）

山都町同和教育推進協議会　組織機構図
会　   長

顧　問

監　事

総　会

差別事件・事象に対する
山都町対策本部

副 会 長

事務局長事 務 局

企画委員会

同推協だより編集委員会進路保障協議会

（健康福祉課）

（学校教育課）

（生涯学習課）

（教育長）

（町長・副町長・町議会議長）

（学校同和教育推進委員会長・町PTA連絡協議会長）

（議会推薦監査委員・公民館運営審議会委員長）

（生涯学習課長）

（生涯学習課）

（推進委員）

（学校教育課） （生涯学習課） （総　務　課） （生涯学習課）

就学前同和教育
推進委員会

学校同和教育
推進委員会

社会同和教育
推進委員会

行政同和教育
啓発推進委員会

事業所同和教育
推進委員会

●人権を考える町民の集い
　日　時　７月 29 日（火） 受　付：午後６時～ 
 集　会：午後６時 30 分～午後８時 30 分
　場　所　千寿苑
　講　師　浦田　理恵さん（ゴールボール選手・全日本女子主将）
　演　題　「自分らしくきらきら生きる」
　　　　　～多くの皆さまのご来場をお待ちしています～

講演する坂本みゆきさん

～ ７月ギャラリーのご案内 ～

Ａ　and　G
平成26年８月１日（金）　　
　　　　～31日（日）まで

水曜日定休日

　絵と筆文字約 20 点を展
示します。

【出展者】　　　　　　　　
water color K

山都町観光案内所

ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

和
光
教
室
書
道
部
の
宮
谷
文
子
さ
ん
（
鶴
ヶ
田
）
作

講師 /浦田理恵さん
撮影者「Yasunori Hidaka」

七月に入り、本格的な暑い夏が始まり
ました。ディスクワークをしていると、
机のマットが汗で気持ち悪いです。しか
し、この暑い季節も盆を過ぎると落ち着
き、心地よい季節がやってきます。「暑い
っ！」って言える季節もほんのひと月。
この暑さとも上手く付き合っていければ
と、車のエアコン全開の空間で考えてい
ます。
そういえば七日は七夕。年に１度だけ

織姫と夏彦が会うことを許された日です。
その一度も雨が降れば来年まで会えない
とのこと。次はいつ会えるか分からない
からこそ、もし出会えたならばその時間
を大切にするのだと思います。私も担当
柄、一度きりの出会いとなる方もいるこ
とと思います。だからこそ、その一つひ
とつの出会いを大切にしていきたい。そ
して、その繋がりを今後に生かしていけ
たらと思います（㋟）。
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タイトル：新緑の滝
撮影場所：桐原
撮 影 者：尾上　利弘
コメント：この滝は浜町のど真中にありあまり人
に知られておりませんが橋の上から覗くと涼しい
水しぶきが吹きあげてきて爽快です。
　滝の上を通る橋は俗に赤禿橋といい昔岩尾城に
通じる大手門になっていたという史的な橋です。

連絡先：フォトサークル山都
　　　　（事務所：あひる倶楽部内 72-3455 まで）

今月の一枚今月の一枚

新緑の滝

8月
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

1 2
　 　絵本カーニバ

ル2014
　山都町保育園
保護者親善ス
ポーツ大会

　絵本カーニバ
ル2014
　モライアスロ
ン
　公民館リー
ダー研修

3 4 5 6 7 8 9
　坂本クリニック
　絵本カーニバ
ル2014
　ロアッソ山都
タウンデー

　山都町特別支
援教育講演会

　浜美荘夕涼み
会

　お知らせ版 　
　

　
　

10 11 12 13 14 15 16
　伴病院
　
　

　 　 　 　 　

17 18 19 20 21 22 23
　野田医院
　
　

　山都町童話発
表大会
　

　広報やまと
　そよ風学級

　蘇陽地区青少
年意見標語発表
大会

　

24 25 26 27 28 29 30
　矢部広域病院 　 　 　 　

31
　瀬戸病院

　　お知らせ　　　当番医
　　イベント　　　発行日

　

　


